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令和４年度更生保護法人清心寮事業計画  
 

１  コロナ禍への対応  

（ １ ） 新 型 コ ロ ナ 感 染 症 の 感 染 予 防 の た め 、 マ ス ク の 常 時 着 用 、 除 菌 ・

手 洗 い の 励 行 な ど を 寮 生 及 び 職 員 に 徹 底 す る と と も に 、 換 気 の 強 化 、

対 面 パ ー テ ー シ ョン の 設 置 な ど 建 物内 の 飛 沫 感 染 の 予防 を 進 め る 。  

（ ２ ） 万 が 一 感 染 者 が 発 生 し た 場 合 に 備 え 、 隔 離 室 の 確 保 、 防 護 服 な ど

の 備 え 、 発 生 の 場合 の 対 応 手 順 の 事前 確 認 な ど の 徹 底 を 図 る 。  

（ ３ ） 当 寮 で 隔 離 せ ざ る を 得 な い 場 合 、 未 感 染 の 寮 生 と の 生 活 空 間 を 遮

断 し 、寮 生 の 処 遇及 び 新 規 入 寮 に 支障 が 生 じ な い よ うに 努 め る 。ま た 、

こ の よ う な 措 置 を 講 じ た う え で 、 更 生 保 護 関 係 者 等 と の 交 流 ・ 通 信 が

適 切 に 実 施 で き る よ う に 配 慮 す る 。  

  

２  経営に関する事項  

 (1)  更 生 保 護 事 業 の 円 滑 な 推 進 を 図 る た め 、 地 方 公 共 団 体 を 始 め 関 係

機 関 ・ 団 体 と の 連携 を 密 に し 、 そ の 理 解 と 協 力 を 得 る こ と に 努 め る 。 

 (2)  健 全 な 事 業 運 営 に 資 す る た め 、 引 き 続 き 経 営 基 盤 の 強 化 に 取 り 組

む 。  

 (3)  地 域 社 会 の 理 解 と 協 力 を 得 る た め 、 地 域 と の 交 流 、 地 域 へ の 貢 献

活 動 及 び 広 報 活 動を 推 進 す る 。  

 (4)  施 設 、 設 備 の 適 切 な 維 持 管 理 及 び 処 遇 体 制 の 充 実 等 に 資 す る た め

の 改 善 に 努 め る 。  

(5) 情 報 公 開 に 努 め る と と も に 、 コ ン プ ラ イ ア ン ス 活 動 を 推 進 し 、 法

令 に 則 っ た 公 正 な事 業 運 営 に 努 め る。  

(6) 施 設 の 老 朽 化 及 び コ ロ ナ 禍 へ の 対 応 に 伴 う 費 用 増 に 備 え る た め 、

収 支 を 再 点 検 し 、節 約 に 努 め る 。  

 

３  継続保護事業に関する事項  

(1)  保 護 観 察 所 や 矯 正 施 設 と 連 携 し て 、 被 保 護 者 の 適 切 な 選 択 及 び 積

極 的 な 受 入 れ を 行う 。  
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 (2)  高 齢 者 及 び 障 害 者 な ど を 受 入 れ て 生 活 自 立 機 能 の 回 復 支 援 に 努 め

る と と も に 、地 域生 活 定 着 支 援 セ ンタ ー や 関 係 機 関・団 体 と 連 携 し て

円 滑 な 社 会 生 活 移行 の 支 援 及 び 調 整を 図 る 。  

(3)  施 設 内 の 秩 序 を 維 持 し 、 犯 罪 ・ 非 行 等 の 問 題 行 動 を 未 然 に 防 止 す

る た め 、 施 設 の 適正 な 管 理 運 営 に 努め る 。  

 (4)  保 護 司 組 織 ・ 更 生 保 護 女 性 会 等 更 生 保 護 諸 団 体 と 一 層 緊 密 に 連 携

す る と と も に 、地域 社 会 の 諸 団 体 が行 う 関 連 事 業 に 積 極 的 に 参 加 す る。 

 (5) 被 保 護 者 に 対 す る 処 遇 活 動 の 充 実 を 図 る た め 、 職 員 の 個 別 担 当 制

を 十 分 に 機 能 さ せる と と も に 、Ｓ ＳＴ 等 に よ る 処 遇 プロ グ ラ ム の 充 実

に 努 め る 。  

(6) 就 労 の 確 保 と 安 定 を 図 る た め 、 ハ ロ ー ワ ー ク ・ 就 労 支 援 事 業 者 機

構 等 と の 連 携 を 一 層 緊 密 に す る と と も に 、 就 職 情 報 の 収 集 及 び 活 用

や 協 力 雇 用 主 な ど 社 会 資 源 の 開 発 に努 め る 。  

(7) 被 保 護 者 の心 情 及 び 行 状 の 安定 を 図 り 、更 生意欲 を 助 長 す る た め 、

被 保 護 者 を 主 体 とし た 文 化 活 動 を 積 極 的 に 推 進 す る 。  

(8） 保護 観 察 対象者 及 び 更 生緊 急 保護 対 象 者 等の 社 会復 帰 支 援 を一 層 円

滑 に 進 め る た め 「埼 玉 社 会 復 帰 支 援ネ ッ ト ワ ー ク 協 議会 」 と の 緊 密 な

連携を図る。  

 

４  一時保護事業に関する事項  

（ 1）  国 の 訪 問 支 援 モ デ ル 事 業 を 受 託 し 、 退 寮 し た 被 保 護 者 及 び 満 期 釈

放 者 に 対 し 地 域 に お け る 自 立 の 継 続 を 支 援 す る た め 訪 問 等 に よ る 生

活相談等を積極的に実施する。  

（２）継続保護事業と相まって、釈放から社会生活の自立継続まで、一貫

した支援を行い末永い立ち直りをサポートする。  

（３）退寮者等の薬物依存からの回復に資するため、保護観察所等と連携して必

要な支援を実施する。 

 

５  休眠預金を活用した地域連携による再犯防止事業に関する事項  

休 眠 預 金 を 活 用 し た 事 業 助 成 を 受 け て 、 埼 玉 県 就 労 支 援 事 業 者 機 構 、

埼 玉 県 Ｂ Ｂ Ｓ 連 盟 等 と の 地 域 連 携 に よ る 複 合 的 再 犯 防 止 事 業 を 推 進 す
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る 。  

 

６  研修と研究に関する事項  

  更 生 保 護 施設の 経 営 及 び 被 保 護者 の 処 遇 の 充 実 に資 す る た め 、更 生保

護 施 設 職 員 の 研 修体 系 モ デ ル に 従 い 、更 生 保 護 施 設 に関 す る 処 遇 関 連 教

材 等 を 使 用 し た 職場 内 研 修 を 定 期 に継 続 し て 実 施 す るほ か 、部 外 で 開 催

さ れ る 関 連 研 修 、研 究 会 等 へ 積 極 的 に 参 加 す る 。  


